
東邦会ホームページ
マイページへのアクセス方法が変わり、ログインしやすくなりました。

特 

集

「
集
ま
れ
、東
邦
卒
業
生
！ 

東
邦
会
100
周
年
記
念
式
典
」

57第 号

〒465-8516
名古屋市名東区平和が丘3丁目11
TEL ：052（782）1171
FAX ：052（782）7151
ホームページ：https://tohokai.com
メールアドレス：info@tohokai.com

発 行 ： 東 邦 会

東 邦 会 報

令和3年（2021年）10月1日
［題字揮毫：下出保雄元理事長］

2. 新規利用申請はこちらから、メールアドレス、卒業年度、氏名、旧姓、3年の時のクラスを入力してください。
　なお、以前に東邦会の会員番号でログインされた方も、再度メールアドレスのご登録を頂き、
　マイページにログインするお手続きをお願いいたします。

マイページへのアクセス手順　※スマートフォンからもご利用いただけます。
1. 東邦会トップページ (https://tohokai.com/) の右上の
　「ログイン」アイコンからログイン（スマートフォンの場
　合は左上のログインボタン）

東邦会100周年実行委員会メンバー

東邦会100周年記念エンブレム製作者
1年O組　土井田穂花さん

スマートフォン

イベントのご案内

　第29回東邦高等学校美術科卒業制作展「未来の芸術
家たち展」を、2021年10月26日から10月31日まで愛知県美
術館8階G1・2ギャラリーにて開催いたします。展覧会の名
称「未来の芸術家たち展」は、平成5年に始まった最初の
卒業制作展（普通科美術コース1期生）から継承されてお
り、生徒達に「未来の芸術」の担い手であってほしいという
願いから名付けられました。美術科は2023年に30周年を
迎えます。これまで、世界中のアートフェアや主要の国際
展に出品するアーティスト、有数の企業や事務所で活躍す
るデザイナーなど、多くの卒業生を輩出しており、彼らも皆
同じく卒業制作に挑戦しました。今年度の生徒達も同様
に、各自の将来を踏まえて自らと他者への表現を模索し制
作しました。依然としてコロナが猛威を振るう中で展覧会
が無事に開催できることを祈願し、開催が叶えば感謝する
ばかりです。
　作品の熱量、真摯に制作に向かうすがすがしさ、生徒
達の将来の可能性など、少しでも感じ取っていただければ
幸いです。
　皆様、マスクの着用やソーシャルディスタンスなど感染
症対策いただいた上で、ご高覧を何卒よろしくお願い申し
上げます。

美術科卒業制作展
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「
集
ま
れ
、東
邦
卒
業
生
！

 

東
邦
会
100
周
年
記
念
式
典
」

特 
集

百
周
年
に
向
け
て

　
〜
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
る
〜

校
長
　
藤
本
　
紀
子

　
東
邦
高
校
同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

令
和
3
年
度
東
邦
会
代
議
員
会
書
面
審
議

に
お
い
て
、高
山
前
会
長
の
後
を
引
き
継

ぎ
、新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
29
回
卒
業

の
大
河
哲
男
と
申
し
ま
す
。

　
日
頃
は
東
邦
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

会
員
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
協
力
と
ご
支

援
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、東
邦
会
諸
行
事
が
中
止
と
な

り
、関
係
会
議
も
書
面
審
議・オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
役

員
改
選
の
年
度
で
も
あ
り
、是
非
と
も
代
議

員
会
を
開
催
し
た
く
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
が
、緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、残

念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。書
面
審
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
各
審

議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
、ご
返
信・ご
承
認

を
頂
き
、ま
た
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
戴
し
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
高
山
前
会
長
は「
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
拡
大
に
よ
る
東
邦
会
活
動
の
一
層
の
発

展
」を
図
り
、各
支
部
活
動
を
強
化
さ
れ
ま

し
た
。私
は
前
会
長
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
そ
の
基
盤
の
上
で
、さ
ら
な
る
同
窓
会
の

拡
充
と
発
展
を
目
指
し
て
、今
年
度
ご
承
認

頂
い
た
新
役
員
と
力
を
合
わ
せ
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
、知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
二
〇
二
三
年
に
学
校
法
人
東
邦
学
園
は

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。東
邦
会
と
し
て
も
百

周
年
に
向
け
て
、す
で
に「
百
周
年
実
行
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、多
く
の
卒
業
生
の
方

に
委
員
と
し
て
参
加
し
て
頂
き
、積
極
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。現
役
の
生
徒
さ
ん
か

ら
募
集
を
し
た
百
周
年
記
念
エ
ン
ブ
レ
ム

も
決
定
し
ま
し
た
。今
後
は
多
く
の
皆
様
か

ら
、百
周
年
の
企
画
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て

頂
け
る
と
幸
甚
で
す
。百
周
年
を
機
に
多
く

の
同
窓
生
の
方
に
、母
校・同
窓
会
に
一
層

目
を
向
け
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。引
き
続
き
、ご
支
援・ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
邦
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
東
邦
高
校
を
あ
た
た
か
く
見
守

り
、ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
二
〇
二
三
年
、東
邦
学
園・東
邦
高

等
学
校
は
記
念
す
べ
き
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。下
出
民
義
先
生
は
開
校
当
時
の
生
徒

へ
の
訓
示
で
、「
近
代
経
済
の
根
本
基
調
は

信
用
に
あ
り
、経
済
社
会
人
は
信
用
あ
る

人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）小
生

の
光
栄
は
ま
た
信
用
で
し
か
な
い
。決
し

て
智
恵
や
利
口
に
立
ち
廻
っ
た
結
果
で
は

な
い
。よ
ろ
し
く
諸
君
も
人
に
信
じ
ら
れ

る
大
切
な
こ
と
を
任
せ
ら
れ
る
人
に
な
っ

て
頂
き
た
い
。」（『
東
邦
学
園
五
十
年
史
』

よ
り
）と
説
き
ま
し
た
。民
義
先
生
の
東
邦

学
園
設
立
の
精
神
が
こ
こ
に
は
っ
き
り
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
訓
示
こ
そ
が「
真

に
信
頼
し
て
事
を
任
せ
う
る
人
格
の
育

成
」と
い
う「
建
学
の
精
神
」の
所
以
で
す
。

　
百
年
足
ら
ず
の
間
に
時
代
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。人
工
知
能
の
台
頭
で
、五

年・十
年
先
の
未
来
が
予
測
不
能
な
ほ
ど

急
速
な
進
歩
を
遂
げ
る
現
代
、そ
し
て
コ

ロ
ナ
禍
で
人
が
、世
界
が
分
断
さ
れ
る
今
、

人
と
人
と
の
信
頼
と
共
生
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
教
職

員
は
、百
周
年
を
目
前
に
し
て
民
義
先
生

の「
建
学
の
精
神
」に
立
ち
返
る
と
共
に
、

令
和
の「
信
頼
し
て
事
を
任
せ
う
る
人
」育

成
の
た
め
に
、教
育
内
容・教
育
活
動
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
る
べ
く
、不
断
の
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。百
周
年
、そ
し
て

そ
の
先
の
未
来
に
向
け
て「
信
頼
さ
れ
る

人
を
育
て
る
」東
邦
教
育
に
、ど
う
ぞ
今
後

と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

百
周
年
に
向
け
て

　
〜
母
校
の
た
め
に
一
丸
と
な
り
〜

会
長
　
大
河
　
哲
男

　
東
邦
会
100
周
年
記
念
式
典
の
日
程
な
ど

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
同
窓
会
に
、

同
年
代
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

･
日
時 

2
0
2
3
年
6
月
10
日
（土）

　
11
時
〜
17
時

　
（
11
時
30
分 

総
会
受
付
、 

12
時 

総
会
、

　 

13
時
〜
16
時
30
分 

パ
ー
テ
ィ
ー
）

･
場
所
　
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

･
内
容
　
総
会
、
100
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

･
参
加
予
定
者
　
1
，2
0
0 

人

･
会
費
　
1 

人 

5
，0
0
0 

円

･
申
込
に
つ
い
て

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。
今
後
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
100
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
の
出
席
確

認
、
参
加
費
入
金
ま
で
を
一
本
化
し
て
行

う
予
定
で
す
。
ま
た
、
ご
登
録
い
た
だ
い

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
情
報

発
信
す
る
予
定
で
す
。（
今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
東
邦

会
100
周
年
記
念
式
典
の
開
催
方
法
や
開
催

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
も
、
適
宜
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
）

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
未
登
録
の
方
は
、

こ
れ
を
機
に
ロ
グ
イ
ン

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
東
邦
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
住
所
・
改

姓
等
個
人
情
報
の
変

更
、
会
費
や
寄
附
金
の

納
入
も
行
え
ま
す
。

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録
で
ロ
グ
イ
ン

が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
祝
お
う
！

　
東
邦
会
100
周
年
企
画
ア
イ
デ
ア
を
募
集

　
ま
も
な
く
迎
え
る
100
周
年
（
2
0
2
3 

年
）
に
向
け
て
、
東
邦
会
100
周
年
実
行
委

員
会
で
は
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、「
著
名
な
卒
業
生
ト
ー
ク
」
や
「
ギ
ネ

ス
記
録
挑
戦
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
同

窓
生
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企

画
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
100
周
年

を
節
目
に
、
学
園
お
よ
び
東
邦
会
が
更
に

発
展
で
き
る
よ
う
、
記
念
式
典
や
企
画
の

ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を

提
供
い
た
だ
い
た
方
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
い
た
し
ま
す
。
皆
様
と
共
に
考
え
、
よ

り
良
い
100
周
年
を
共
に
迎
え
ま
し
ょ
う
！

決
定
！
東
邦
会
100
周
年

記
念
エ
ン
ブ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン

　
東
邦
会
100
周
年
実
行
委
員
会
か
ら
在
校

生
全
体
に
エ
ン
ブ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
公
募

し
、
多
く
の
デ
ザ
イ
ン
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
公
平
に
審
査
し
た
結
果
、
美
術
科

1
年
生 

土
井
田
穂
花
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
飛
翔
」
。
よ
り
力
強
く
飛
び
続
け
る

よ
う
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
採
用

決
定
後
、
土
井
田
さ
ん
と
本
校
美
術
科
デ

ザ
イ
ン
専
攻
卒
業
生 

石
川
陽
菜
さ
ん
に
て

相
談
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
発
展
さ
せ
ま
し

た
。
石
川
さ
ん
は
90
周
年
の
時
に
在
籍
し

て
お
り
、
東
邦
学
園
100
周
年
記
念
エ
ン
ブ

レ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
輩
と
後
輩
が
つ

な
が
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
美
術
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
教
員 

小
塚

康
成
先
生
監
修
の
も
と
完
成
し
ま
し
た
。

エ
ン
ブ
レ
ム
デ

ザ
イ
ン
を
東
邦

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま

す
。
100
周
年
を

祝
し
、
皆
様
大

い
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
！ 

学
園
創
立
100
周
年
事
業
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

　
東
邦
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
東
邦
学
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
い
た
だ

く
と
、
寄
付
金
の
ご
入
金
方
法
や
寄
付
金

控
除
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
書

面
に
て
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、

申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
東
邦

会
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

お
心
遣
い
を
賜
れ
る
と
幸
い
で
す
。

東
邦
会
100
周
年
実
行
委
員
会

統
括
管
理 

大
河
哲
男
（
29
回
卒
） 

実
行
委
員
長 

江
口
勝
義
（
41
回
卒
） 

実
行
副
委
員
長 

加
藤
広
士
（
54 

回
卒
）

実
行
委
員
40
名

（
2
0
2
1
年
7
月
28
日
時
点
）

　
100
周
年
実
行
委
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【連絡先メール】
info@tohokai.com
【ホームページ】
https://tohokai.com



4 3

令
和
3
年
度
　
代
議
員
会

報
告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、5
月
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
代
議
員
会
が
昨
年
度
に
引
き
続
き

中
止
と
な
り
ま
し
た
。予
定
さ
れ
て
い
た

議
案
に
つ
い
て
は
代
議
員
会
へ
ご
出
席
の

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
資
料
の

郵
送
、書
面
の
返
信
に
よ
る
決
議
を
行
い
、

賛
成
多
数
で
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。な
お
、議
題
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

第
1
号
議
案 

令
和
2
年
度
事
業
報
告

第
2
号
議
案 

令
和
2
年
度
決
算
報
告

第
3
号
議
案 

令
和
3
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て

第
4
号
議
案 

令
和
3
年
度
事
業
計
画（
案
）

第
5
号
議
案 

令
和
3
年
度
予
算（
案
）

東
邦
会
役
員

令
和
3
年
度
〜
任
期
2
年

会　
長　
 

大
河　
哲
男
（
高
29
回
）

副
会
長　
 

東　
　
良
一
（
高
26
回
）

　
〃　
　
 

宮
地　
和
德
（
高
29
回
）

　
〃　
　
 

井
島　
規
夫
（
高
37
回
）

　
〃　
　
 

兼
松　
暁
子
（
高
39
回
）

　
〃　
　
 

江
口　
勝
義
（
高
41
回
）

幹
事
長　
 

伊
藤　
保
憲
（
高
47
回
）

副
幹
事
長 

濵
地　
香
理
（
高
42
回
）

　
〃　
　
 

水
野 

映
里
香（
高
42
回
）

　
〃　
　
 

池
田　
暁
生
（
高
50
回
）

　
〃　
　
 

加
藤　
広
士
（
高
54
回
）

　
〃　
　
 

岡
本　
洋
美
（
教　
頭
）

事
務
局
長 

袴
田　
克
彦
（
高
41
回
）

会　
計　
 

貫
名　
正
樹
（
高
47
回
）

監　
事　
 

森
田　
泰
弘
（
高
29
回
）

　
〃　
　
 

石
塚　
慎
吾
（
高
40
回
）

　
東
邦
会
は
こ
れ
ま
で
も
母
校
発
展
の
た

め
に
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
教
育
活
動
支
援
と
し
て
、大
河

哲
男
会
長
か
ら
藤
本
紀
子
学
校
長
へ
100
万

円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、生
徒
会
へ
の

援
助
金
と
し
て
30
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
、文
化
祭
、冊
子「
東
邦
」の
発

行
な
ど
、年
間
行
事
の
活
動
費
の
一
環
と

し
て
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
代
議
員
会
が
中
止
さ
れ
た
た

め
、6
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
会
で

贈
呈
し
ま
し
た
。

学
校
へ
援
助
金
100
万
円
、

生
徒
会
へ
の
援
助
金

30
万
円
を
贈
呈

同
窓
会
と
P
T
A
か
ら

卒
業
生
(第
72
回
)へ
記
念
品

　
2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
は
、マ
ウ
ス

パ
ッ
ド
と
、例
年
同
様
の
卒
業
証
書
を
大

切
に
保
管
し
て
も
ら
う
た
め
の
ホ
ル
ダ
ー

が
卒
業
記
念
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、卒

業
式
前
日
に
行
わ
れ
た
東
邦
会
入
会
式
で

は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
と
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

学園伝言板
東邦高校の今をお伝えします

就
職
状
況

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
求
人
が
減
少
し
て

高
校
生
に
は
厳
し
い
就
職
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、本
校
の
生
徒
は
健
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
学
校
紹
介
で
就
職
を
内
定

し
た
生
徒
は
男
子
4
名
、女
子
1
名
の
合
計

5
名
で
し
た
。先
輩
方
が
活
躍
す
る
企
業
に

就
職
し
た
生
徒
も
お
り
ま
す
。こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
と
も
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
合
格
状
況

　
2
0
2
1
年
度
入
試
の
国
公
立
大
学
合

格
者
は
46
名
で
、過
去
15
年
間
で
最
多
合

格
数
に
な
り
ま
し
た
。愛
知
教
育
大
学
、名

古
屋
工
業
大
学
、愛
知
県
立
大
学
、三
重
大

学
な
ど
地
元
の
み
な
ら
ず
、全
国
の
様
々

な
国
公
立
大
学
に
文
理
特
進
コ
ー
ス
や

C・S
コ
ー
ス
や
美
術
科
な
ど
を
中
心
に

合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
、旭
川
医
科

大
学
医
学
部
医
学
科
に
現
役
で
の
合
格
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
地
元
私
立
大
学
の
合
格
は
841
名
、20
年

度
入
試
の
681
名
か
ら
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。新
テ
ス
ト
導
入
や
コ
ロ
ナ
禍
の
入
試

と
い
う
こ
と
も
あ
り
不
安
要
素
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、後
期
入
試
ま
で
第
一

志
望
大
学
を
追
求
し
て
、受
験
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、合
格
者
大
幅
増
に
つ
な
が
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　
東
部
私
立
大
学
は
107
名
の
合
格
。20
年

度
の
70
名
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。西
部
私

立
大
学
は
45
名
の
合
格
。20
年
度
の
78
名

か
ら
は
減
少
し
ま
し
た
。近
年
、西
部
地
区

へ
の
出
願
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

21
年
度
入
試
は
例
年
と
違
う
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。合
格
大
学
は
早
稲
田
大
学
、慶

応
大
学
、上
智
大
学
、明
治
大
学
、立
教
大

学
、法
政
大
学
、同
志
社
大
学
、立
命
館
大

学
、関
西
大
学
を
始
め
と
す
る
全
国
区
有

名
私
立
大
学
に
多
く
の
生
徒
が
合
格
し
ま

し
た
。　

退
職〈
再
任
用
〉（
令
和
3
年
4
月
1
日
）

芸
術
科
教
諭　
　
　
　
　
岡
本　
増
吉

学
校
人
事

平
野　
哲
夫
先
生

令
和
2
年
11
月
14
日　
永
眠

濵
砂　
孝
先
生 

令
和
3
年
2
月
24
日　
永
眠

則
竹　
昌
常
先
生 

令
和
3
年
5
月
14
日　
永
眠

お
く
や
み

　
美
術
科
で
は
、東
京
芸
術
大
学
の
合
格

者
を
毎
年
輩
出
し
て
お
り
、21
年
度
入
試

で
は
浪
人
生
３
名
の
合
格
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、愛
知
県
立
芸
術
大
学
５
名
、筑

波
大
学
、金
沢
美
術
工
芸
大
学
な
ど
全
国

の
国
公
立
大
学
芸
術
学
部
に
も
合
格
し
て

い
ま
す
。

　
次
年
度
入
試
で
も
生
徒
た
ち
が
希
望
す

る
進
学
先
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、学
年

と
協
力
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
国
公
立
大
学 

46
名（
現
役
の
み
）

愛
知
教
育
2
、名
古
屋
工
業
2
、愛
知
県
立

1
、愛
知
県
立
芸
術
3
、三
重
2
、静
岡
2
、

静
岡
文
化
芸
術
1
、信
州
4
、金
沢
1
、旭

川
医
科
1
、筑
波
2
、高
崎
経
済
2
、東
京

海
洋
1
、新
潟
1
、長
岡
造
形
1
、和
歌
山

1
、鳥
取
1
、山
口
1
、香
川
1
、長
崎
1
、

佐
賀
1
、宮
崎
2
、琉
球
2
な
ど

●
地
元
私
立
大
学 

841
名（
現
役
の
み
）

南
山
29
、愛
知
43
、名
城
29
、中
京
79
、愛
知

学
院
97
、愛
知
淑
徳
84
、名
古
屋
外
国
語

12
、金
城
学
院
24
、椙
山
女
学
園
16
、名
古

屋
学
芸
18
、愛
知
工
業
37
、大
同
25
、愛
知

東
邦
77
、中
部
37
、愛
知
医
科
4
、東
海
学

園
36
、名
古
屋
学
院
35
、名
古
屋
芸
術
22
、

名
古
屋
造
形
10
、日
赤
豊
田
看
護
4
、藤
田

医
科
16
、岐
阜
聖
徳
12
な
ど

●
東
部
地
区
私
立
大
学 

107
名（
現
役
の
み
）

早
稲
田
2
、慶
応
義
塾
2
、上
智
2
、明
治

6
、立
教
2
、法
政
4
、津
田
塾
１
、東
洋

4
、専
修
3
、駒
澤
6
、日
本
４
、北
里
3
、

神
奈
川
１
、成
蹊
２
、関
東
学
院
５
、多
摩

美
術
5
、武
蔵
野
美
術
2
な
ど

●
西
部
地
区
私
立
大
学 

45
名（
現
役
の
み
）

同
志
社
6
、立
命
館
7
、関
西
7
、近
畿
5
、

佛
教
1
、阪
南
2
、摂
南
5
、立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
3
、京
都
芸
術
2
、大
阪
芸
術
1

な
ど
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３
年
B
組　

石
川
萌
奈

16
番（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

硬
式
野
球
部

３
年
B
組　

石
川
萌
奈

16
番（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

硬
式
野
球
部

現
在
の
部
活
動
の
状
況
・
近
況

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、手
洗
い
う
が
い
、消
毒
、バ
ス
乗
車
時

の
検
温
を
徹
底
し
な
が
ら
、練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
、仲
間
で
も

あ
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
、お
互
い
に
刺
激
し

合
い
、厳
し
い
練
習
も
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、「
日
本
一
」と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、練
習

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

後
輩
在
校
生
や
先
輩
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
毎
日
練
習
が
行
え
る
環
境
、野
球
部
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
、応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。伝
統
校
の
球

児
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
、

日
本
一
に
な
る
た
め
に
何
が
必
要

か
常
に
考
え
て
、行
動
し
て
い
き

ま
す
。
103
回
大
会
は
惜
し
く
も

準
々
決
勝
で
敗
れ
甲
子
園
に
は
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、後
輩
た
ち

が
私
た
ち
の
分
ま
で
頑
張
っ
て
94

回
選
抜
、104
回
選
手
権
大
会
連
覇

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
　
　
　

３
年
E
組　

廣
田
莉
子

硬
式
野
球
部

現
在
の
部
活
動
の
状
況
・
近
況

　
3
年
9
名
、2
年
2
名
、1
年
3
名
の
合

計
14
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ

れ
、「
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
お
も
し

ろ
科
学
教
室
」

「
名
東
図
書
館

で
科
学
こ
ど
も

ま
つ
り
」を
開

催
し
ま
し
た
。

2
年
ぶ
り
に
お

子
さ
ん
た
ち
と

の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

今
後
の
ク
ラ
ブ
に
向
け
て

　
3
年
生
に
よ
る
論
文「
透
明
樹
脂
標
本

の
制
作
」が
A
I
T
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
も
の

づ
く
り
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

写
真
は「
科
学
三
昧
i
n
あ
い
ち
」の
ポ
ス

タ
ー
発
表
風
景
で
す
。

　
「
豊
造
園
」社
長
小
野
天
下
さ
ん
に「
矢

田・庄
内
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」の
歴
史

に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、そ
れ

が
き
っ
か
け
で「
川
の
微
生
物
の
浄
化
作

用
」に
関
す
る
実
験
を
始
め
ま
し
た
。「
科

学
研
究
は
人
間
だ
け
で
は
な
く
、生
き
物

全
体
の
た
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
き
物
に
と
っ
て
よ
い
環
境
は
人
間
に

と
っ
て
も
よ
い
環
境
で
あ
る
。」と
い
う
小

野
さ
ん
の
信
念
は
私
た
ち
の
方
針
に
大
き

く
響
き
ま
し
た
。実
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
し
て
自
然
の
声
を
聴
き
、自
然
と

対
話
す
る
よ
う
な
活
動
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

30
年
間
続
け
て
き

た
子
ど
も
科
学
教
室

も「
子
ど
も
た
ち
の
声

を
聴
く
」活
動
と
し
て

大
切
に
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

顧
問　

平
川
史
子

科
学
研
究
部

顧
問　

水
野
見
奈
子

写
真
部

顧
問　

伊
藤
惠
子

ダ
ン
ス
部

３
年
B
組　

石
川
萌
奈

16
番（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

硬
式
野
球
部

写
真
部「
写
真
甲
子
園
2
0
2
1
」の
ご
報
告

　
本
校
写
真
部
は
、第
28
回
全
国
高
等
学

校
写
真
選
手
権
大
会「
写
真
甲
子
園

2
0
2
1
」に
お
い
て
2
年
連
続
本
戦
出

場
を
果
し
、敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
。東
海
ブ

ロ
ッ
ク
審
査
会（
6
⁄
13
オ
ン
ラ
イ
ン
）で
、

東
海
地
区
の
代
表
校（
12
校
中
2
校
）に
選

ば
れ
た
。本
戦
は
、全
国
区
代
表
校
18
校

（
7
⁄
27
〜
7
⁄
29
オ
ン
ラ
イ
ン
）で
作
品

の
優
劣
を
競
っ
た
。参
加
選
手
は
、3
年
L

組
山
内
美
空
さ
ん（
キ
ャ
プ
テ
ン
）、3
年
P

組
小
川
柚
帆
さ
ん
、2
年
A
組
岡
本
結
衣

さ
ん
が
参
加
し
、フ
ァ
ー
ス
ト
制
作
で
は
小

塚
康
成
先
生
、フ
ァ
イ
ナ
ル
制
作
で
は
山
本

俊
秋
先
生
の
ご
指
導
の
下
、本
戦
の
作
品

制
作
に
挑
ん
だ
。

後
輩
在
校
生
や
先
輩
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
先
生
は
、私
た
ち
の
制
作
を
見
守
っ
て

く
れ
、被
写
体
に
な
っ
た
友
人
は
、不
安
に

な
っ
た
時
に
励
ま
し
て
く
れ
た
。こ
の
取
り

組
み
を
経
て
、大
切
な
人
と
の
繋
が
り
を

感
じ
る
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。（
山
内
）

　
多
彩
な
表
現
を
す
る
高
校
生
た
ち
と
出

会
い
、「
自
分
も
負
け
て
ら
れ
な
い
!
」と

よ
り
創
作
意
欲
が
湧
い
た
。来
年
度
は
後

輩
が
本
戦
へ
出
場
し
、あ
の
本
気
な
高
校

生
た
ち
が
集
ま

る
舞
台
を
見
て

欲
し
い
。（
小
川
）

　
こ
れ
ま
で
の
成

果
は
、先
輩
や
先

生
が
何
ヶ
月
も
試

行
錯
誤
し
て
生

ま
れ
た
も
の
だ
と

身
に
沁
み
て
感

じ
た
。来
年
は
是

非
、北
海
道
東
川

町
へ
足
を
運
び
、

写
真
の
凄
さ
を

全
身
で
感
じ
た
い
。

（
岡
本
）

想
い
を
繋
い
で
、強
い
気
持
ち
で
、

私
た
ち
は
オ
ド
ル
！

　
昨
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
夏
の
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
は
５
月
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
東
海
大
会
で
２
年
ぶ
り
に

H
I
P
H
O
P
部
門
男
女
揃
っ
て
の
全
国
大

会
出
場
が
決
ま
り
、昨
年
の
卒
業
生
の
想
い

を
背
負
っ
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は〝
何
と
し
て
も
結
果
を
残
し
た

い
！
〞と
今
ま
で
と
は
違
っ
た
練
習
形
態
の

中
、お
互
い
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、工
夫
し
て

の
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。サ
ポ
ー

ト
メ
ン
バ
ー
も
同
じ
気
持
ち
で
い
ろ
い
ろ
な

面
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

本
番
前
は
、男
子
も
女
子
も〝
い
つ
ま
で
も

踊
っ
て
い
る
み
ん
な
を
み
て
い
た
い
〞と
感

じ
る
ほ
ど
集
中
し
た
練
習
で
、い
い
表
情
で

踊
っ
て
い
ま
し
た
。き
っ
と
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
み
せ
て
く
れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

踊
り
終
わ
っ
た
み
ん
な
の
表
情
は
と
て
も
爽

や
か
で
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
い
い
景
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。男
子
は
第
２
位
を
い
た
だ
き
、女

子
は
結
果
に
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、思

い
っ
き
り
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
踊
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。支
え
て
下
さ
っ
て

い
る
周
り
の
方
々
が
い
て
こ
そ
だ
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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現
在
の
部
活
動
の
状
況
・
近
況

　
空
手
道
部
は
練
習
中
の
マ
ス
ク
の
着
用
、

休
憩
中
の
手
指
消
毒
な
ど
、コ
ロ
ナ
の
中
で

も
一
人
ひ
と
り
が
感
染
症
対
策
を
意
識
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遠
征
や
合
宿
が

で
き
な
か
っ
た
り
、平
日
の
活
動
時
間
が
短

縮
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。短
い
時

間
で
も
強
く
な
れ
る
よ
う
部
員
全
員
が
高

い
意
識
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

後
輩
在
校
生
や
先
輩
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
引
退
し
た
先
輩
方
が
大
会
前
に
一
緒
に

練
習
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、上
手
く
い
か

な
い
時
に
は
励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
り
、先

輩
方
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。後
輩
た
ち
は
コ
ロ
ナ
で

色
々
と
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、短
時
間
で

ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る
か
が
勝
負
だ
と
思
い

ま
す
。コ
ロ
ナ
に
も
暑
さ
に
も
自
分
に
も

負
け
ず
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
東
邦
高

校
絶
好
調
で
頑
張
り
ま
す
！

現
在
の
部
活
動
の
状
況
・
近
況

　
練
習
会
場
へ
の
移
動
時
の
マ
ス
ク
着
用

や
バ
ス
に
乗
る
と
き
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

な
ど
の
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
活
動

を
し
て
い
ま
す
。協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
の
お
か
げ
で
、今
ま
で
通
り
の
練
習

時
間
で
活
動
で
き
、試
合
も
不
自
由
な
く

で
き
て
い
ま
す
。

後
輩
在
校
生
や
先
輩
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
3
年
生
は
最
後
の
大
会
に
な
る
全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
全
国
大
会
に

出
場
す
る
た
め
に
、1
日
1
日
を
無
駄
に

せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
結
果
が
出
て
い
な
い
分
、選
手
た

ち
の
勝
ち
た
い
気
持
ち
、全
国
に
行
き
た

い
気
持
ち
は
よ
り
一
層
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
気
持
ち
を
周
り
の
方
々
に
プ
レ
ー

で
結
果
で
示
せ
る
よ
う
に
戦
っ
て
い
く
の

で
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン　
　
　
　
　

3
年
A
組　

坂
本
湧
麻

サ
ッ
カ
ー
部

主
将　
　
　
　
　
　
　
　

3
年
D
組　

日
置
康
介

空
手
道
部

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

個
別
進
学
相
談

11
月
6
日
㈯・11
月
13
日
㈯・

11
月
27
日
㈯・12
月
4
日
㈯・

12
月
11
日
㈯

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

美
術
科
卒
業
制
作
展

会
場 

愛
知
県
美
術
館

10
月
26
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
金
曜
日
の
み
午
後
8
時
ま
で 

※
最
終
日
は
午
後
4
時
終
了

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
展
覧
会
な
ど
、東
邦
高

校
の
活
気
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
こ
れ
か
ら
東
邦
高
校
へ
の
進
学
を
お

考
え
の
、ご
子
息
、ご
息
女
、お
孫
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

学
校
・
入
試
説
明
会

11
月
3
日
㈬
㈷

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

美
術
科
体
験
授
業

11
月
3
日
㈬
㈷

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

中
学
生
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

10
月
31
日
㈰

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

10
月
31
日
㈰

﹇
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
前
申
込
﹈

総務部部長　水野　映里香　（高42回卒）

TEL 0568 73 9141 FAX 0568 73 9158

E-mail : t-k@tsuboi-k.co.jp

URL : http://www.tsuboi-k.co.jp

〒485-0826 小牧市大字東田中字東嶋2057番1

坪井金属有限会社
総合リサイクル企業名古屋促成青果株式会社

代表取締役社長

（高44回）

〒450-0002 名古屋市中村区名駅四丁目15番2号
PHONE〈052〉586̶1995㈹  FAX〈052〉561̶7190

www.meisoku.com

杉        崎　　 　一

代表取締役　井 島  規 夫 （高37回卒）
〒451-6040 名古屋市西区牛島町6-1
名古屋ルーセントタワー40Ｆ

TEL（052）569-2956　http://www.star-road.jp

株式会社スターロードシステム

安全・安心・信頼へと
　　　　繋ぐサービスを！

役員車･大型バス等の
運行管理請負業務

株式会社
For  your  secure  days

http://www.secdom.com®
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令和2年度　東邦会決算報告

19,827,881

2,000,000

8,850,000

1,000,000

100,000

0

10,000

19,827,881

1,908,000

8,775,000

700,000

144,000

400,017

1,609

△3,000

収　入　の　部 支　出　の　部
項　目 予算額 決算額 項　目 予算額 決算額

前 年 度 繰 越

年 会 費

入 　 会 　 金
(585名×15,000円）

広 告 料

バナー広告料

寄 付 金

雑 収 入

未 収 入 金
( 年 会 費 ）

会 議 費
代議員用資料
発 送 費
旅 費
慶 弔 費
部活動激励金
生徒会への援助金
会報制作発行費
会 報 発 送 費
通 信 費
学校奨学金の援助
卒業記念品代
ホ ー ム ペ ー ジ
クレジット決済代行費
ホームページ管理費
事 務 費
人 件 費
支部会援助金
支部長会開催金
振込手数料等
予 備 費
100周年記念事業
積 立 金

修正損（入会金返却）

小　　　計

合　　　計合　　　計

300,000

400,000

100,000
200,000
500,000
300,000
1,500,000
2,000,000
150,000
1,000,000
900,000

70,000

200,000
100,000
1,500,000
300,000
100,000
100,000
500,000

3,000,000

0

0

312,117

0
39,600
95,000
300,000
1,155,000
2,111,962
26,839

1,000,000
925,479

61,005

184,800
84,119

1,584,000
0
0

128,984
0

3,000,000

0

次年度繰越

31,787,881 31,753,507 31,787,881 31,753,507

13,220,000 11,008,905

18,567,881 20,744,602

令和2年４月１日～令和3年３月３１日 
単位：円

27年度 1,000,000
28年度 1,000,000
29年度 1,000,000
30年度　　　　　　　　　 2,000,000
元年度　　　　　　　　　 2,000,000
2年度  　　　　　　　　　 3,000,000
95周年残金　　　　　　　 1,173,986

合計 11,173,986円
（三菱UFJ銀行普通預金に積立）

100周年記念事業積立金
 郵便振替口座 9,281

 愛知銀行 定期預金 7,078,411

 岡崎信用金庫 定期預金 7,098,527

 豊田信用金庫 定期預金 4,038,647

 三菱 UFJ銀行 普通預金 2,519,736

合計 20,744,602 円

内　訳

（   　　　　　　　　　　　）

東邦会会員数

・商業学校 3,835 名
・東邦夜間商業高等学校 464 名
・東邦中学校 797 名
・東邦高等学校定時制課程 205 名
・東邦高等学校 42,862 名
　　うち赤萩時代 10,721 名
　　〃　平和が丘 32,141 名

合　計 48,163  名

（令和 3年 3月31日現在）

在校生生徒数
（平成 3年 4月1日現在）

・普通科 1,544 名
　　普通コース 1,336 名
　　文理特進コース 56 名
　　人間健康コース 101 名
　　国際探求コース 51 名
・美術科 133 名

合　計 1,677 名

（   　　　　　　　　　）

「東邦の和」への
広告掲載企業を
募集しております。

募集

東邦会 事務局お問い合わせ先

052（781）1561

慰
霊
の
日

東
邦
会
入
会
式

　
東
邦
会
の
入
会
式
は
、2
月
26
日
に
動
画
視
聴
形
式
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。高
山
仁
惣
前
会
長
か
ら
同
窓
会
入
会
を

歓
迎
す
る
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、伊
藤
保
憲
幹
事
長
が
東

邦
会
の
行
事
や
支
部
組
織
、年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
説
明

し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。ま
た
卒
業
生
で
あ
る
大
相
撲
の
立

浪
親
方
、プ
ロ
野
球
の
藤
嶋
健
人
選
手
、石
川
昂
弥
選
手
か

ら
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
活
動
な
ど
で
母
校
に
貢
献
し
た
卒
業
生
に「
東
邦
会

賞
」が
贈
呈
さ
れ
、さ
ら
に
、卒
業
学
年
を
代
表
し
て
代
議
員
に

選
出
さ
れ
た
卒
業
生
に
は
代
議
員
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
12
月
8
日
に「
慰
霊
の
日
」の
弔
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
空
襲
に
よ
り
同
級
生
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
商
業
19
回
生

（
辰
巳
会
）の
方
々
に
例
年
ご
参
集
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、今
回

は
教
職
員
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。高
校
で
は
継
続
し
て
平
和
教
育

に
取
り
組
ん
で
お
り
、慰
霊
の
日
の

意
義
や
平
和
の
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
る
経
緯
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、母
校
へ
お
越
し
の
際
に
は
、正
面

玄
関
右
手
に
建
立
さ
れ
て
い
る「
平

和
の
碑
」を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

代表取締役　高　山　仁　惣　（高23回）

ソフトウェア研究開発・医療従事者向けソフトウェア販売

株式会社エジックス

〒461-0001
名古屋市東区泉1丁目23番37号パシフィックビルディング3F
TEL 052-955-0270　FAX 052-955-0280
URL http://www.ezix-inc.com/

代表取締役　大 河　哲 男 
（高 29回卒）

〒476-0012　愛知県東海市富木島町伏見二丁目19番地の13
TEL(052)604 2708　FAX(052)603 3470

http://kawata-k.com/

OA機器 事務用機器販売

〒463-0011
名古屋市守山区小幡5丁目9番 19号
TEL〈052〉792-9956　FAX〈052〉792-9959

システムサポート株式会社

代表取締役 東 埜  博

〒490-1403　愛知県弥富市鳥ケ地1丁目208
℡（0567）52-0802　fax（0567）52-0441

代表取締役　池田憲幸

不動産仲介有限会社 高針不動産
代表取締役　鈴木  正輝（高25回卒）

〒465-0087  名古屋市名東区名東本通4-20 アルバビル１F
TEL 052-701-0120   FAX 052-701-3226 E-mail takabari@space.ocn.ne.jp

名古屋市中川区西中島2丁目506番地　TEL 052-383-3792
 http://www.osusiya.jp/hiroki/

店 主  犬 飼  紀 邦（高25回卒）

A N N I V E R S A R Y

お か げ さ ま で

有限会社アド・イースト　　代表取締役  東  良  一（高26回卒）

052-930-5677 検索アド・イースト

成 功 す る デ ザ イン

25

〒451-0041　名古屋市西区幅下1-1-12
TEL 052-571-0796　FAX 052-561-8517

三星印刷

中日本警備株式会社
警備保障

〒460-0022 名古屋市中区金山2丁目1番24号
電話（052）322-3291（代）FAX（052）322-3110
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ありがとうございます

　
同
窓
会
は
同
窓
生
の
皆
様
方
か
ら

納
入
い
た
だ
く
年
会
費
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会

が
継
続
的
に
独
自
の
企
画
を
運
営

す
る
た
め
に
も
、
左
記
の
方
法
で

の
年
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
同
封
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ほ
か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

で
も
お
手
続
き
可
能
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
年
会
費

を
納
入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

年
会
費
の

納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

3
、0
0
0
円

年
会
費

（令和2年4月1日から令和3年3月31日までに会費を頂戴した方々を掲載しております）

令和2年度年会費のお知らせ
～ 年会費納入者一覧 ～

 

高
21
／
Ｓ
45
・
３
卒　
犬
飼
敏
雄
、太
田
春
光
、横
道
政
男
、今
井
雅
和
、加
藤
吉
茂
、桔
川
祐
紀
弘（
幸
博
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

園
井
章
夫
、西
山
健
一
、山
内
隆
嗣

高
22
／
Ｓ
46
・
３
卒　
朝
井
和
晴
、植
田
泰
敏
、小
崎
弘
、後
藤
輝
光
、真
野
博
文
、阿
部
憲
武
、犬
飼
芳
範
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

桶
野
博
孝
、木
下
正
昭
、久
保
田
浩
文
、高
橋
昇
、中
村
公
一
、早
川
利
久
、森
真
澄
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

八
神
利
夫

高
23
／
Ｓ
47
・
３
卒　
青
木
均
、神
田
正
浩
、小
島
良
信
、安
江
裕
尚（
鈴
木
）、浅
井
義
之
、天
野
秀
人
、大
倉
正
幸
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
千
明
、久
米
晃
、近
藤
賢
治
、近
藤
肇（
杉
浦
）、高
山
仁
惣
、平
川
昭
文
、山
田
良
雄
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
辺
正

高
24
／
Ｓ
48
・
３
卒　
佐
々
木
清
敏
、佐
藤
吉
郎
、松
葉
利
丸
、山
田
喜
八
郎
、雁
金
義
和
、寺
島
多
岐
夫
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

坂
野
新
治
、松
尾
宗
一
、渡
辺
達
久

高
25
／
Ｓ
49
・
３
卒　
岩
瀬
一
志
、木
村
光
俊
、鈴
木
正
輝
、八
木
基
之
、荒
川
広
一
、犬
飼
紀
邦
、小
川
宏
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
清
春
、冨
田
典
男
、村
瀬
金
久

高
26
／
Ｓ
50
・
３
卒　
加
藤
清
久
、佐
藤
寿
郎
、末
松
美
喜
雄
、三
輪
周
治
、森
井
勝
也
、東
良
一
、大
橋
伸
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

神
谷
昭
範（
勇
夫
）、佐
藤
敏
之
、佐
野
良
昭
、水
野
正
夫

高
27
／
Ｓ
51
・
３
卒　
荻
野
秀
仁
、岩
田
雅
之
、大
島
正
秀
、川
本
良
一
、久
野
一
成
、櫻
井
秀
樹
、佐
藤
裕
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
峰
聖
秀
、若
山
透

高
28
／
Ｓ
52
・
３
卒　
鈴
木
匡
幸
、戸
田
秀
輝
、浅
井
稔
、伊
佐
治
謙
吾
、岩
月
雅
章
、柴
田
豊
、加
藤
正
利（
成
田
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
田
陸
、丸
山
正
洋

高
29
／
Ｓ
53
・
３
卒　
木
塚
豊
、竹
村
一
仁
、津
端
孝
、服
部
篤
史
、山
口
高
広
、安
部
浩
司
、安
藤
昭
彦
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

植
原
素
士
、大
河
哲
男
、大
原
博
司
、大
矢
正
成
、金
石
紀
人
、加
納
均
、川
角
佳
裕
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

近
藤
嘉
彦
、坂
井
保
明
、高
山
利
秋
、筒
井
正
彦
、冨
田
政
明
、中
島
健
二
、中
村
好
孝
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
村
等
、宮
地
和
徳
、森
田
泰
弘
、山
田
弘
樹
、山
田
博
文

高
30
／
Ｓ
54
・
３
卒　
青
山
浩
一
、江
畑
篤
英
、小
出
基
義
、澤
木
伸
浩
、三
浦
規
義

高
31
／
Ｓ
55
・
３
卒　
岩
崎
浩
明
、鈴
木
一
人
、山
田
鋭
治
、岩
野
正
行
、齋
藤
啓
介（
肇
）、高
桑
茂
樹
、　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

波
多
野
稔
久
、渡
辺
毅
、渡
邉
素
幸

高
32
／
Ｓ
56
・
３
卒　
位
田
幹
二
郎
、水
田
康
夫
、村
上
健
志

高
33
／
Ｓ
57
・
３
卒　
伊
藤
隆
司
、小
林
宏
之
、花
井
秀
人
、鷲
津
喜
政
、齋
藤
周
一
、松
田
栄
次

高
34
／
Ｓ
58
・
３
卒　
加
藤
寛
隆
、木
下
邦
仁
、永
井
知
伸
、加
藤
明
敏
、川
瀬
肇
、高
橋
勝
宜
、船
水
昭
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
瀬
裕
之
、山
田
良
行

高
35
／
Ｓ
59
・
３
卒　
堀
田
時
弘
、宮
村
雅
一
、安
藤
隆
典
、加
藤
峰
明
、柴
田
篤
伺
、鈴
木
賢
司
、中
山
元
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

牧
俊
一
、増
田
貴
治

高
36
／
Ｓ
60
・
３
卒　
神
谷
武
彦
、津
田
賢
一
、永
吉
剛
也

高
37
／
Ｓ
61
・
３
卒　
井
島
規
夫（
則
夫
）、山
田
信
芳
、山
中
毅
、大
家
毅
、小
久
保
剛
史
、佐
々
木
勉
、鈴
木
智
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
村
英
一
郎
、三
ツ
森
文
治

高
38
／
Ｓ
62
・
３
卒　
立
浪
耐
治
、加
藤
省
吾
、谷
島
明
志
、丸
尾
隆
、加
治
屋
秀
政
、五
藤
英
晴
、辻
知
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
浦
雅
彦

高
39
／
Ｓ
63
・
３
卒　
中
野
貞
治
、辻
井
孝
二
、古
野
達
也
、村
瀬
貞
律
、村
瀬
智
子（
原
）

高
40
／
H
元
・
３
卒　
石
塚
慎
吾
、富
永
慎
治

高
41
／
H
2
・
３
卒　
浅
野
馨
司
、鈴
木
雅
宏
、高
野
浩
二
、瀧
一
人
、大
石
里
子
、松
浦
薫（
松
岡
）、入
谷
知
秀
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

江
口
勝
義
、川
合
聖
治
、河
村
嘉
樹
、酒
井
千
浩
、志
満
津
良
太
、神
谷
公
英（
田
中
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

袴
田
克
彦
、長
谷
川
敦
、水
野
淳
、森
蔭
真
人
、森
田
直
、石
黒
大
和
、井
立
薫（
井
上
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
未
来(

高
橋)

、田
中
恵
子（
中
山
）、出
嶋
香
保
里（
乳
井
）、原
利
恵
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
澤
美
紀（
松
沢
）、竹
下
泉（
保
浦
）、梅
村
恵
美（
吉
川
）

高
42
／
H
3
・
３
卒　
浅
井
貴
光
、西
村
美
保（
宮
田
）、井
野
元
徳
、加
藤
和
博
、熊
本
亮
、富
田
孝
生
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

濵
地
香
理（
安
藤
）、坂
本
友
里
恵
、田
中
美
江
子
、津
田
裕
子
、水
野
映
里
香（
坪
井
）

高
43
／
H
4
・
３
卒　
井
部
美
智
代（
蔦
）

高
44
／
H
5
・
３
卒　
今
井
雅
則
、川
村
岳
史
、小
野
崎
和
明（
山
田
）、佐
々
木
友
子（
安
藤
）、髙
田
幸
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
知
恵

高
45
／
H
6
・
３
卒　
加
藤
康
裕
、田
村
裕
之（
川
本
）、白
谷
峰
人
、長
谷
川
亘
、毛
利
亘
宏

高
46
／
H
7
・
３
卒　
浅
井
仁
、林
栄
治
、金
子
宏（
本
山
）、小
松
ゆ
か
り（
牧
）

高
47
／
H
8
・
３
卒　
伊
藤
保
憲
、貫
名
正
樹　

高
48
／
H
9
・
３
卒　
高
山
日
出
樹
、林
道
仁

高
49
／
H
10
・
３
卒　
加
藤
公
徳
、志
水
和
史
、武
山
大
輔
、八
上
真
也
、伊
藤
め
い
こ
、加
藤
絵
里（
庄
司
）

高
50
／
H
11
・
３
卒　
池
田
暁
生
、桔
川
洋
一
、木
村
雄
亮
、中
川
祐
二
、林
勇
一
郎
、桒
原
朋
子

高
51
／
H
12
・
３
卒　
生
田
泰
通
、伊
藤
浩
明
、粂
野
功
二
郎
、塩
澤
拡
貴

高
52
／
H
13
・
３
卒　
若
山
将
之
、谷
翔
馬
、山
口
達
也
、長
峰
明
香（
川
口
）、長
島
由
恵
、笹
尾
美
紀（
平
井
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
出
友
美（
水
谷
）、篠
田
ひ
と
み（
山
田
）

高
53
／
H
14
・
３
卒　
岡
田
祐
、藤
田
泰
広

高
54
／
H
15
・
３
卒　
岩
本
寛
之
、八
神
輝
之
、加
藤
広
士

高
55
／
H
16
・
３
卒　
澤
田
洋
平
、杉
浦
秀
信
、中
村
健
太
郎
、瀬
尾
抄
ゆ
里
、鳥
居
莉
衣

高
56
／
H
17
・
３
卒　
早
川
千
恵（
友
原
）、小
栗
浩
揮
、伊
藤
史
織
、高
山
映
子（
玉
岡
）、馬
場
ゆ
り（
塚
田
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

樋
浦
真
未（
山
田
）

高
57
／
H
18
・
３
卒　
木
下
達
生
、入
江
陽
一
朗
、坂
上
太
一

高
58
／
H
19
・
３
卒　
安
井
郁
真
、伊
藤
拓
馬

高
59
／
H
20
・
３
卒　
鬼
頭
亞
友
子
、前
橋
瞳

高
60
／
H
21
・
３
卒　
武
藤
啓
介
、伊
藤
綾
子
、池
田
将
之
、松
崎
孝
夫
、山
田
祐
輔
、加
藤
佳
子
、鈴
木
志
緒
莉
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

栁
生
明
日
香

高
61
／
H
22
・
３
卒　
田
原
聖
也
、大
西
愛
乃
、二
村
智
代
、坂
場
加
奈
子

高
62
／
H
23
・
３
卒　
奥
田
ゆ
か
り
、大
河
駿
介
、髙
野
凌
輔
、細
田
修
平
、龍
後
昌
弥
、安
藤
菜
浪
、山
田
琴
絵
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
島
奈
巳

高
63
／
H
24
・
３
卒　
岩
本
薫
、浅
井
宏
之
、秦
崇
倫
、森
本
碩
、藤
井
聖
華（
黒
河
内
）、武
田
あ
か
り

高
64
／
H
25
・
３
卒　
代
田
叡
識
、高
橋
歩
睦
、本
田
裕
樹
、丸
山
泰
資
、鬼
頭
宏
明
、桑
山
昂
、服
部
将
大
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

増
田
翔
太
、水
野
雄
太
、堀
田
真
未
、丸
山
翔
子

高
65
／
H
26
・
３
卒　
三
倉
進
、石
田
健
人
マ
ル
ク
、江
口
雄
星
、安
田
隼
大
、安
藤
歌
純
、石
川
友
里
愛
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤
史
織
、原
田
真
衣

高
66
／
H
27
・
３
卒　
岩
本
理
志
、服
部
大
也
、堀
田
将
男
、堀
田
佳
男
、峰
洸
平
、清
水
輝
一
、増
田
隼
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

柴
田
裕
加
、舘
初
美

高
67
／
H
28
・
３
卒　
佐
々
木
健
太
、中
村
隆
斗
、大
森
夏
希
、永
井
克
典

高
68
／
H
29
・
３
卒　
赤
塚
慎
平
、佐
藤
遼
馬
、髙
木
舜
、武
田
治
、中
川
翔
太
郎
、松
本
凌
弥
、加
藤
大
嗣
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

里
見
智
哉
、杉
本
和
駿
、林
大
智
、牧
村
高
志
、村
瀬
満
菜
美

高
69
／
H
30
・
３
卒　
秋
山
愛
斗
、石
塚
郷
、木
本
慎
太
郎
、後
藤
裕
樹
、小
林
太
一
、下
山
拓
也
、鈴
木
雄
登
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

永
田
皓
大
、古
市
将
之
、御
前
創
満
、武
藤
巧
、村
田
稔
、近
藤
友
美
、山
本
依
里
、青
山
由
佳

高
70
／
H
31
・
３
卒　
加
藤
知
大
、岩
渕
ナ
ツ
、内
田
詩
乃
、落
合
未
聖
、荒
島
竜
太
、池
田
和
弥
、稲
留
克
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
林
樹
生
、竹
中
隼
人
、根
木
辰
徳
、林
琢
真
、一
方
井
美
月
、七
里
秋
穂
、林
美
沙
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

米
津
彩
加
、奥
野
彩
花
、佐
藤
日
向
、中
村
音
巴

高
71
／
R
2
・
３
卒　
青
山
皓
翔
、伊
藤
奏
美
、岩
下
悠
理
、大
矢
亜
未
、加
藤
華
、河
合
佑
真
、川
本
紗
矢
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
坂
承
太
郎
、坂
本
夢
、嶋
田
翔
、鈴
木
孝
侑
、中
島
遼
、中
村
永
遠
、名
倉
め
る
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

橋
詰
拓
実
、福
田
メ
イ
ラ
ニ
愛
純
、船
橋
愛
見
、保
坂
千
尋
、松
井
涼
太
、道
﨑
亮
太
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
邊
さ
く
ら
、渡
部
真
世

商
14
／
Ｓ
16
・
３
卒　
鬼
頭
繁（
仲
和
）、清
家
豊
雄（
小
島
）　
商
15
／
Ｓ
16
・
12
卒　
川
畑
巌　
　

商
16
／
Ｓ
17
・
12
卒　
川
松
俊
夫　
商
17
／
Ｓ
18
・
12
卒　
岩
田
隆
治

商
19
／
Ｓ
20
・
３
卒　
岡
島
貞
一
、奥
野
光
昭　
商
20
／
Ｓ
22
・
３
卒　
小
川
明

商
21
／
Ｓ
23
・
３
卒　
梅
村
茂
雄
、島
崎
恭
四
郎
、松
原
正
行
、鰐
淵
幸
彦

中
1
／
Ｓ
24
・
３
卒　
牧
順　
高
1
／
Ｓ
24
・
３
卒　
三
浦
隆
二

高
2
／
Ｓ
26
・
３
卒　
安
田
禎
男　
高
3
／
Ｓ
27
・
３
卒　
岩
越
英
三
、恒
川
明
美
、中
島
律
郎　

高
4
／
Ｓ
28
・
３
卒　
近
藤
茂
、神
谷
利
幸（
酒
井
）、斎
藤
周
明
、成
田
通
庸
、宮
地
吉
男

高
5
／
Ｓ
29
・
３
卒　
村
井
邦
久
、渡
辺
弘
人

高
6
／
Ｓ
30
・
３
卒　
長
村
治
昭
、河
村
研
次
、富
田
勲
、西
野
博
之
、水
野
武
夫
、伊
藤
克
洋
、菅
原
宣
彦

高
7
／
Ｓ
31
・
３
卒　
伊
藤
清
、近
藤
金
浩
、佐
藤
朝
男
、長
谷
川
勝
、河
合
清
文

高
8
／
Ｓ
32
・
３
卒　
浅
井
譲
、浅
野
善
也
、石
川
猛
二
、周
防
勝
利
、奥
村
健
五
、桜
井
婦
佐
夫

高
9
／
Ｓ
33
・
３
卒　
伊
藤
巖
、酒
井
浩
二
、平
野
英
雄
、舟
橋
貞
夫
、水
野
雪
男
、溝
口
準
二
、吉
田
建
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

辻
忍（
吉
田
）、渡
辺
昭
彦
、小
川
雅
庸
、桜
井
正
忠
、椎
名
將
、西
垣
勝
司
、船
橋
勇
夫
、森
稔

高
10
／
Ｓ
34
・
３
卒　
荒
川　
生
、池
ケ
谷
稔
、市
川
弘
之
、尾
関
政
弘
、河
合
洋
二
、菊
谷
三
郎
、久
野
豊
彦
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

近
藤
絃
司
、志
知
輝
男
、鈴
木
宏
征
、玉
腰
雅
猛
、富
田
俊
彦
、野
村
生
男
、原
敏
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

堀
部
吉
典
、室
田
卓
史
、矢
野
直
行
、渡
辺
信
二
郎
、高
橋
敏
郎
、久
田
鎮
雄

高
11
／
Ｓ
35
・
３
卒　
伊
藤
恒
彦
、伊
藤
誠
孝
、伊
藤
喜
晟（
故
人
）、岩
田
忠
雄
、江
口
勝
康
、鬼
熊
昇
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
古
川
武
彦
、加
藤
尊
孝
、加
藤
紀
生
、川
地
宏
明
、近
藤
勝
、酒
井
告
、佐
藤
良
武
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
正
三
、田
中
平
和
、長
田
潔
、林
貞
男
、菱
田
勝
次
、藤
川
勝
、堀
尾
龍
二
、水
野
盛
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
本
文
武
、中
西
彬
、山
崎
宗
俊
、山
本
雅
己（
雅
巳
）

高
12
／
Ｓ
36
・
３
卒　
伊
藤
勇
、伊
藤
日
出
男
、大
堀
道
之
、奥
山
操
、佐
野
孝
一
、寺
田
富
彦
、中
島
敦
、野
村
勲
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

花
井
健
夫
、水
野
勉
、山
田
隆
宏
、岡
地
昭

高
13
／
Ｓ
37
・
３
卒　
浅
野
佳
伸
、荒
木
壽
之
、上
野
秀
夫
、梅
谷
通
康
、加
藤
勝
秋
、加
藤
啄
也
、川
口
良
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
野
隆
啓
、佐
野
光
生
、神
保
治
通
、髙
尾
実
、竹
内
正
光
、松
川
武
司
、三
浦
年
勝
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
四
方
治
、與
語
義
徳
、石
塚
眞
人

高
14
／
Ｓ
38
・
３
卒　
岩
田
茂
雄
、岡
田
秀
吉
、小
柳
忠
勝
、坂
田
清
和
、塚
本
淳
二
、仲
内
祥
浩
、堀
場
茂
夫
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
原
康
広
、井
村
保
、大
竹
昌

高
15
／
Ｓ
39
・
３
卒　
浅
野
正
利
、宇
佐
美
政
則
、内
田
修
三
、榊
原
高
明
、佐
藤
文
彦
、杉
村
賢
三
、筒
井
隆
彌
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
松
良
雄
、牧
野
健
三
、神
谷
昌
宏
、河
合
征
夫

高
16
／
Ｓ
40
・
３
卒　
太
田
昭
人
、加
賀
円
造
、北
谷
進（
榊
原
）、松
井
彌
太（
弥
太
）、水
野
時
廣
、浅
野
茂
雄
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

河
村
常
雄
、近
藤
健
一
、広
瀬
憲
司
、松
見
康
雄
、水
谷
常
夫

高
17
／
Ｓ
41
・
３
卒　
伊
藤
敏
光
、鈴
木
春
雄
、中
川
長
生
、丹
羽
繁
、野
田
博
、深
谷
信
幸
、舟
沢
新
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

米
津
成
和
、大
鹿
憲
昭
、 

奥
村
文
雄
、高
見
暁（
邱
堯
斌
）、小
林
智
、坪
井
克
、外
山
利
幸
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
比
野
快
男
、平
松
正
行
、堀
場
洋
平
、右
高
克
己
、宮
川
英
夫
、吉
田
憲
治

高
18
／
Ｓ
42
・
３
卒　
長
谷
部
澄
夫
、舟
橋
敏
朗
、吉
田
錠
一
、石
黒
由
高
、江
尻
晴
己
、小
川
伸
夫
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
岡
成
人（
小
野
内
）、金
子
誠
、佐
藤
薫
夫
、杉
江
統
孝
、長
繩
典
夫
、松
原
修
、村
田
光
敏
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
口
哲
雄

高
19
／
Ｓ
43
・
３
卒　
小
出
正
峰
、村
瀬
秀
和
、伊
藤
友
和
、大
町
良
男
、岡
田
茂
敬
、奥
村
茂
雄
、奥
村
博
史
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

武
田
正
夫
、吉
川
昭
善（
立
松
）、寺
本
新
一
、成
田
清
治
、藤
田
孝
、安
田
和
美
、山
田
恭
正
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 
横
井
有
人

高
20
／
Ｓ
44
・
３
卒　
秋
山
敬
一
、浅
見
年
雄
、玉
腰
幸
夫（
服
部
）、安
井
硫
、藍
谷
美
輝
、稲
垣
茂
男
、風
間
洋
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 
川
口
満
永
、熊
田
英
明
、得
能
一
美
、松
浦
紀
代
史（
西
岡
）、山
本
謙
一
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寄
付
金
納
入
の
方
法
に
つ
い
て

　
同
封
の
振
込
用
紙
は
コ
ン
ビ

ニ
で
お
手
続
き
の
場
合
、年
会
費

3
，0
0
0
円
専
用
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
で
の
お
振
込
み
の

場
合
は
、金
額
を
変
更
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。年
会
費
と
の
差
額
を

ご
寄
付
い
た
だ
け
た
も
の
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
マ
イ
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
寄
付
金
を
納
入
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

東
邦
会
事
務
局 

T
E
L

☎
0
5
2-

7
8
1-

1
5
6
1

　
令
和
2
年
度
は
、52
名
の
方
々
と

一
団
体
か
ら
総
額
4
0
0
，0
1
7
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
支
援
の
た
め
の
資
金
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
金
お
礼
・

ご
報
告

商
14
／
Ｓ
16・３
卒　
清
家
豊
雄（
小
島
）

商
17
／
Ｓ
18・12
卒　
岩
田
隆
治

商
19
／
Ｓ
20・３
卒　
岡
島
貞
一　

高
4
／
Ｓ
28・３
卒　
成
田
通
庸

高
6
／
Ｓ
30・３
卒　
服
部
豊
治（
故
人
）

高
9
／
Ｓ
33・３
卒　
伊
藤
巖
、西
垣
勝
司

高
10
／
Ｓ
34・３
卒　
矢
野
直
行

高
12
／
Ｓ
36・３
卒　
伊
藤
日
出
男
、寺
田
富
彦
、野
村
勲

高
13
／
Ｓ
37・３
卒　
加
藤
啄
也

高
16
／
Ｓ
40・３
卒　
松
井
彌
太（
弥
太
）

高
17
／
Ｓ
41・３
卒　
伊
藤
敏
光
、中
川
長
生
、高
見
暁(

邱
堯
斌)
　
　
　
　
　
　
　
　
平
松
正
行

高
18
／
Ｓ
42・３
卒　
長
谷
部
澄
夫
、江
尻
晴
己
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
岡
成
人（
小
野
内
）

高
19
／
Ｓ
43・３
卒　
岡
田
茂
敬
、成
田
清
治

高
22
／
Ｓ
46・３
卒　
岡
戸
正
成

高
23
／
Ｓ
47・３
卒　
青
木
均
、小
島
良
信
、高
山
仁
惣
、平
川
昭
文

高
25
／
Ｓ
49・３
卒　
犬
飼
紀
邦　

高
26
／
Ｓ
50・３
卒　
東
良
一

高
29
／
Ｓ
53・３
卒　
服
部
篤
史
、植
原
素
士
、大
河
哲
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
保
明
、森
田
泰
弘

高
30
／
Ｓ
54・３
卒　
三
浦
規
義　

高
31
／
Ｓ
55・３
卒　
岩
崎
浩
明

高
32
／
Ｓ
56・３
卒　
位
田
幹
二
郎
、水
田
康
夫
、村
上
健
志

高
38
／
Ｓ
62・３
卒　
寺
浦
雅
彦

高
41
／
H
2・３
卒　
森
田
直

高
44
／
H
5・３
卒　
佐
々
木
友
子（
安
藤
）

高
49
／
H
10・３
卒　
加
藤
公
徳
、八
上
真
也
、加
藤
絵
里（
庄
司
）

高
52
／
H
13・3
卒　
谷
翔
馬

高
62
／
H
23・３
卒　
大
河
駿
介
、細
田
修
平

高
63
／
H
24・３
卒　
秦
崇
倫

高
64
／
H
25・３
卒　
服
部
将
大

高
66
／
H
27・３
卒　
服
部
大
也
、清
水
輝
一

Ｏ
Ｂ
会　
　
　
　
　
陸
邦
会

令和 3年 10月
広報委員会委員長 兼松暁子

　コロナ禍で2回目の季節を迎えました。私たちを取り巻く状況は決して楽観できませんが、来年は開校99

年。再来年には、いよいよ100周年が近づいています。

　東邦の和57号では100周年に向けた特集記事と、厳しい状況の中青春を駆け抜ける後輩の皆さんを取材

させていただきました。

　これからも東邦を愛する先輩方、そして後輩の皆さんの情報を届けてまいりたいと思います。なお、

今回も多くの広告掲載をいただきましてありがとうございました。すべての皆様に感謝いたします。

We are TOHO!

編集後記

〒465ｰ8651 名古屋市名東区一社四丁目22番地
電 話（052）702ｰ2021 ＦＡＸ（052）704ｰ3131

ＡＣサーボ

ブレーカ

ロボット

ビジョンセンサ

LED照明器具

表示器タッチパネル

プログラマブルコントローラ

私たちは確かな技術と知識で「もの造り」の現場をサポートします。
～エレックヒシキ㈱は「高精度」・「高品位」の商品の提供を通じて地域の製造業の躍進を応援しています～

三菱電機 代理店　新電元工業 特約店


